
化粧品とビジネスアライアンス
本講座では化粧品業界の特性を理解しつつ、同業や異業種とどのようにアライアンスを組
むことにより自社の弱みを補い強みを更に強化するか、その基本的な考え方と実例を解説
します。

全1回 ・ 5月21日（日） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 武庫川女子大学　薬学部　客員教授／JCCエグゼクティブアドバイザー／工学博士神田 不二宏

化粧品の成り立ち
さまざまな化粧品が日常使われています。「生活社会環境に応じた化粧品訴求・技術の変
遷」、「化粧品製剤の種類とそのなりたち」、「ユニークな化粧品と機能を発揮させるための
仕組みと素材の使い方」について解説します。

全1回 ・ 7月1日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　先端化学科　客員教授／工学博士鈴木 敏幸

地上・宇宙Dual開発への招待　
有人宇宙時代へ向けた異分野連携の可能性
人類の宇宙進出を実現するためには、ロケットや宇宙船の技術に加えて、衣食住や環境など
に関連する様々な技術が必要になります。このような広範な技術を効果的に開発するため
には、これらの技術を宇宙専用に開発するのではなく、地上の技術との適切な連携が欠か
せません。本講座では、地上－宇宙のDual開発を目指したスペースシステム創造研究セン
ターの試みを紹介し、様々な分野での連携の可能性を議論できればと思います。

全1回 ・ 6月3日（土） 10：30～ 12：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　電気電子情報工学科　教授／博士（薬学）

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造研究センター センター長

木村 真一

光触媒による環境浄化・資源循環技術と宇宙応用への期待
光触媒反応は、空気や水等の環境浄化、また有用物質産生などに応用可能な環境適応型の
技術であり、国際宇宙ステーション(ISS)や、将来の宇宙居住においても展開が期待される
技術です。本講座では、まず光触媒反応の基礎とこれまでの地上での実用化事例について
概説したのち、光触媒の宇宙応用を指向した本学スペースシステム創造研究センターの取
り組みや既に実施された軌道上実験について紹介させていただきます。

全1回 ・ 6月17日（土） 10：30~12：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　先端化学科　教授／博士（工学）

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造センター

酒井 秀樹

放射線が与える体への影響
宇宙空間では、宇宙放射線による被ばくが大きな問題となりますが、放射線が体に当たると
どのようなことが起こるのでしょうか？放射線は、細胞のDNA鎖を切断し、身体にさまざま
な障害を引き起こします。また体の中でも組織によりダメージの受けやすさは異なります。
本講座では、放射線がどのように体へ影響を与えるのかについて解説します。
全1回 ・ 6月24日（土） 10：30~12：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　薬学部　薬学科　教授／博士（薬学）

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造研究センター

月本 光俊

講座概要やお申し込み方法の詳細、受講規約（キャンセルポリシー含む）等は東京理科大学オープンカレッジHPよりご確認下さい。
詳しい講座内容については各講座のQRコードからも直接講座ページをご覧いただけます。
一部の講座はパックでのお申し込みが可能です。個別にお申し込みいただくよりお得な割引受講料となりますので是非ご活用下さい。
パック受講が可能な講座は、シリーズ名の欄にパック受講料を記載しています。なお、ハイブリッド形式で実施する講座についてはオンライン/会場型
いずれかのパックを選択いただく形となります。

宇宙理工シリーズ　　　〔パック受講料　9,500円　講座番号　P01（オンライン）・P01-1（会場）〕

化学シリーズ  〔化粧品の概要〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P02（オンライン）・P02-1（会場）〕

化学シリーズ  〔化粧品の肌への作用〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P04（オンライン）・P04-1（会場）〕

生命・薬学シリーズ  〔人体の不思議〕　　　〔パック受講料　20,000円　講座番号　P05（オンライン）・P05-1（会場）〕

化学シリーズ  〔化粧品の基礎〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P03（オンライン）・P03-1（会場）〕

生命・薬学シリーズ  〔生命〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P06（オンライン）・P06-1（会場）〕

オリエンテーションと化粧品概論
本講座は、化粧品を学びたい人にとって手引きとなる啓発書として刊行した「化粧品科学へ
のいざない」(薬事日報）をもとに、化粧品に関わる科学技術を俯瞰しつつ、化粧品の生活や
文化との関わり（QOL）の側面も含めた化粧品の概要を解説します。

全1回 ・ 5月13日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　先端化学科　客員教授／理学博士坂本 一民

化粧品をめぐる心理学
本講座は化粧の歴史を、生物の進化という巨視的な視点、西洋対日本という比較文化的視
点、明治維新以降の日本という近代史的視点など、レンズの拡大率を変えながら振り返りま
す。さらに、スキンケアとメークの区別、油と水、衛生観、公と私、慈しむ化粧と飾る化粧、ス
キンケア・メイクアップ・フレグランスの心理効果など総合的に解説します。
全1回 ・ 6月3日（土）  13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東北大学大学院　文学研究科　教授／博士（文学）阿部 恒之

化粧品の科学技術史
日本処方のルーツを辿る
本講座では、日本における近代化粧品の歴史的変遷を具体的な事例を交え紹介し、新しい
化粧品技術がどのような経緯で生まれるかを紐解きます。ヒット商品が生まれる必然性と偶
然性を知るとともに、日本の化粧品処方の強みを考えます。

全1回 ・ 5月27日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 株式会社ベルヴィーヌ　取締役　副社長／武庫川女子大学　客員教授（薬学部　健康生命薬科学科）

医学博士／薬学博士／経営学修士
南野 美紀

化粧品の原料
化粧品の原料名を見ただけでは、どのような物質であるか理解することは簡単ではないと
思います。本講座では化粧品に用いられる原料の理解を助けるため、いくつかのグループ
に分けて解説します。

全1回 ・ 7月23日（日） 10：00～ 11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 花王株式会社　研究開発部門　上席主任研究員早瀬 基

化粧品の基礎：界面化学
化粧品は、固体／液体、液体／液体、液体／気体などの各種界面の制御技術により作られ
ており、また使用後は、肌や毛髪などの界面との相互作用により機能を発現します。本講座
では、化粧品技術の中核をなす界面化学について平易に解説します。

全1回 ・ 7月15日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　先端化学科　教授／博士（工学）

東京理科大学　総合研究院　界面科学研究部門

酒井 秀樹

化粧品の乳化・可溶化
乳化・可溶化とは化粧品の製品開発の基盤技術であり、互いになじまない水と油を均一に
分散する技術です。本講座では乳化・可溶化の基礎をふまえ化粧品処方の設計方法を分か
り易く説明します。

全1回 ・ 7月23日（日） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 千葉科学大学　薬学部　薬学科　准教授／Doctor of Natural Science山下 裕司

化粧品と皮膚　美と健康は表裏一体
健康な肌の構造や機能を解説し、紫外線、ライフスタイル、食生活、および心と身体の健康
がどう肌に関係するか、加齢でどう変化するかを説明します。肌の健康（美）を目指すことが
結果的に健康長寿の実現にもつながるというお話です。

全1回 ・ 7月29日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 岐阜薬科大学　香粧品健康学講座　特任教授／博士(薬学)井上 紳太郎

化粧品の評価
化粧品の目的は、健やかな皮膚の維持と美しく整えることにあります。また、継続して使用
する上で、心地よい使用感が求められます。スキンケアやメイクアップ化粧品の評価には気
を付けるポイントがありますので、製品ごとの特長や違いを可視化した実例をあげ分かり
やすく説明します。

全1回 ・ 8月26日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 日本顔学会　会長菅沼 薫

化粧品と皮膚科学的応用
皮膚疾患の患者に対しては、社会生活における生活の質（Quality of life: QOL）を向上さ
せることに留意しながら治療を進めていく必要があります。本講座では尋常性痤瘡(ニキ
ビ)、アトピー性皮膚炎、ヘアダイによる接触皮膚炎（かぶれ）などを取り上げ、皮膚疾患に対
する化粧品の具体的な活用法をお話しします。また、サンケア製品など皮膚疾患の予防に
有用な化粧品についても解説します。

全1回 ・ 9月2日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 昭和大学藤が丘病院　皮膚科　診療科長　教授中田 土起丈

化粧品の安全性とその評価法
化粧品は、ヒトの健康に危害を与えないことを示すために設計された予知的安全性評価に
支えられ、重篤な健康被害をもたらすことは滅多にない安全なものと考えられています。本
講座では、多くの人たちが一生のうちの長期間にわたって使用する化粧品の開発における、
化粧品の安全を立証するための考え方と評価法について解説します。

全1回 ・ 9月9日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 国立医薬品食品衛生研究所　特別研究員小島 肇

植物の生き方・人との共生
植物を理解し、環境・食料・エネルギー問題解決に向けてその力を活かす
食料の源であり、美しい花や緑で私たちに安らぎを与えてくれる植物は、太陽の光を活用して栄養分を合
成し、大地に根をおろして、周囲の環境の変化に適応して体を作り変える高度な力を秘めています。私たち
人間を含む動物は、五感を発達させ情報を処理し、神経系を使って体中に伝えることによって動き生きてい
ますが、植物は周囲をどのように感知し、情報をどのように処理しているのでしょうか？環境変化や外敵の攻
撃をどのように認識し、対応しながら生きているのでしょうか？植物には神経や免疫はあるのでしょうか？
今後ますます私たちが直面する環境・食糧・エネルギー問題解決のためには、植物こそ私たちが生きてい
く上でのパートナーであることを理解し、その生き方を学び、植物の力を活かすことが鍵を握ります。
第1回では、動物とは一味違う植物の生き方、植物が発達させた能力を、ミクロからマクロまでの多様な観
点から植物の立場に立って考え、私たちは植物とどのようにつきあうべきかを考えます。
第2回では、最近進歩が著しい最先端の植物科学研究の新たな知見を加えて、植物の体の中で起きている
ダイナミックな営みを探ります。
講座の後には、植物を見る目が変わり、植物の気持が少し理解できるようになっているかも知れません。
※本講座は単回でのお申込も可能です。以前ご受講された方は、第2回のご受講をおすすめします。
全2回 ・ 5月13日（土）、5月20日（土） 13：00～15：00　受講料：7,000円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　創域理工学部（★）　生命生物科学科　教授　

東京理科大学　大学院　創域理工学研究所　農理工学際連携コース　副コース長／理学博士
朽津 和幸

長寿菌まで育てる最高の菌活
腸内細菌を理解して理想の腸内環境を目指す。
近年「腸活」という言葉が大きな注目を集めています。大腸内にはなんと1,000種類、600
兆個以上の腸内細菌が生息しています。腸内細菌にはビフィズス菌と酪酸産生菌を併せた
「長寿菌」とその他に分けられます。この細菌のバランスを運動、食物繊維や発酵食品の摂
取により整えることを腸活といいます。
腸には全身の免疫細胞の約7割が集まっているため、腸を整えることは免疫力アップに直結
します。本講座では私たちの体に住む腸内細菌の種類やその働きを学び、理想の腸内環境
を目指すためにはどうしたらよいのかを解説します。
全1回 ・ 6月17日（土） 13：00～ 14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 一般財団法人辨野腸内フローラ研究所　理事長／

国立研究開発法人理化学研究所　名誉研究員／農学博士

辨野 義己 

酵素ってなんだろう？
酵素はどのようにしてはたらくのか、そしてどのような可能性をもっているのだろうか
酵素は、触媒機能をもつ生体分子の総称で、生物が生きるために必要な様々な化学反応と
密接に関わっています。又、産業の上でも大変利用価値の高い分子として注目されており、
医療面では新薬の設計開発も行われつつあります。現代の酵素学、タンパク質科学の基本
的な側面を、最新のトピックスも交えて紹介します。
全1回 ・ 6月24日（土） 10：00～ 12：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　名誉教授／農学博士田口 速男

高齢化社会を支える人工臓器
治療目的の医療機器として20世紀中頃から臨床に使い始められ、今や高齢化社会におい
ても必要不可欠となった人工臓器をご紹介いたします。寝たきりから解放してくれる人工関
節、硬いものでも噛める人工歯根、長い実績と信頼性を誇る人工腎臓、霞んでいた視界が
クッキリ明るくなる人工水晶体（眼内レンズ）、最新技術の塊のような人工内耳を手に取り
ながら、体の中のミクロの世界へ旅してみましょう。人工臓器がより身近になったことを実
感していただけると思います。
尚、今回から人工肺、人工心臓、エクモ等は濱口淳東都大学准教授（いのちを繋ぐ人工臓
器：７月１５日予定）が担当いたしますのであわせてご聴講いただければ幸いです。
全1回 ・ 7月8日（土） 10：00～ 11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東都大学　副学長／三重大学　名誉教授 ／工学博士／理大大学院S51卒、理大からくり会会員堀内 孝

いのちを繋ぐ人工臓器
20世紀中頃から臨床に使い始められ、手術や治療に必要不可欠となった人工臓器をご紹
介致します。拍動しない（ドキドキしない）人工心臓、Covid-19感染症の治療に登場する膜
型人工肺（ECMO）など、ここでは循環や呼吸に関わる人工臓器について、その始まりから
治療の最前線まで、知られざる人工心臓や人工肺の世界へ旅してみましょう。そこには医学
と工学の巧みなコラボレーションが展開します。私たちの生活の中で、いのちを支えてきた
人工臓器をより身近に感じて頂けると思います。

全1回 ・ 7月15日（土） 10：00～ 11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東都大学　幕張ヒューマンケア学部　臨床工学科　准教授／博士（医療科学）／東京理科大学OB濵口 淳

本当は怖い腎臓病
腎臓を正しく知って元気で長生きしましょう
腎臓の働きが低下してくると人工腎臓による治療が必要になるだけでなく、脳卒中や心筋
梗塞などを発症する危険が高まります。本講座では、腎臓を大事にして健康な生活を送るた
めに、どうしたら良いか分かりやすくお話します。

全1回 ・ 5月13日（土） 10：00～ 11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 独立行政法人 地域医療機能推進機構　東京高輪病院　名誉院長／医学博士木村 健二郎

老いと死を科学する
私たちは、いつかは「老い」て必ず「死」が訪れます。老化の主な要因は、活性酸素や、食物や
環境物質に含まれる発癌性物質などであります。ただ、ヒトの老化過程には個人差がみられ、
後天的な要因によって大きく左右されます。つまり、老化を起こす要因を考えて生活すれば、
老化はコントロールできるものなのです。一方、老いの先に訪れる「死」は、遺伝子として私
たちの全ての細胞にプログラムされています。「死のメカニズム」は生命進化の歴史のなか
でいつごろ現れたのか、なぜ死がなければならなかったのかといった死のある意味を考え
ます。本講座で、「老い」と「死」を科学の面から理解し、高齢社会をより良く生きるヒントを考
えてみたいと思います。
全1回 ・ 5月20日（土） 15：00～ 17：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　名誉教授／博士（薬学）田沼 靖一

骨の病気と治療法
皮膚が新しく作り変えられるように、骨も新陳代謝が繰り返されていることをご存知でしょ
うか。骨は、この代謝のバランスによって健康な状態が保たれていますが、このバランスが
崩れると骨が減り、骨粗しょう症などの病気に繋がってしまいます。骨の健康を保つことは、
超高齢化社会を生きる私たちにとって非常に重要です。
本講座では、骨の病気が起こるメカニズムや、その治療法について解説します。

全1回 ・ 6月10日(土)  10：00～ 11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　薬学部　生命創薬科学科　准教授／博士（学術）早田 匡芳

がん細胞を見てみよう　～がんの病理診断の変遷～
胃がん、大腸がん、肺がん、いろいろな『がん』がありますが、皆さんは『がん』を見たことが
ありますか。また、『がん』は誰により、どのように診断されるのでしょうか。最近の新しいが
ん治療薬（分子標的薬）の出現に伴って、がんの診断がどのように変わってきたのか、今後
変わっていくのか、がんの基礎から最近の話題まで、簡単に説明します。

※「7月1日（土）」もしくは「7月8日（土）」の開催を予定しています。
　日程が決まり次第、HPに掲載いたします。

全1回 ・ 7月1日（土）or 7月８日（土） 15：00～ 17：00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　薬学部　生命創薬科学科　教授／医学博士樋上 賀一

※K01～K06 サイエンス講座 宇宙理工シリーズは東京理科大学 総合研究院スペースシステム創造研究センターとの共催講座です。

※K07～K30  サイエンス講座  化学シリーズは東京理科大学  総合研究院  界面化学研究部門と、一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター（JCC）の協賛講座です。

★2023年4月以降の名称です。

★2023年4月以降の名称です。




